
参考： セミナーの様子

日本海事協会主催のマレーシアにおけるコールドチェーン物流サービス規格
普及セミナーについて

プログラム 結果

➢ 12月19日（月）にマレーシアクアラルンプールにおいて、同国においてコールドチェーン物流
サービスを提供している物流事業者等に対して、本会が提供しているコールドチェーン物流
サービス規格認証事業の普及促進を目的とした「コールドチェーン物流サービス規格普及セ
ミナー」を開催した。

➢ 本セミナーでは、本規格の対象となる物流事業者を始めとして、マレーシア及び日本の関係
政府機関、小売・卸売業者等約60名にご参加いただき、活発な意見交換が行われた。

各講演の主な内容

➢ 流通科学大学の森名誉教授より、「規格を通じた物流サービス向上の重要性」について基
調講演があり、温度管理が不十分な輸送による食品廃棄の問題やインフラ整備の必要性
が示され、規格により物流事業者の品質の可視化が可能となることから、物流事業者の
サービス品質の向上に貢献するとの意見が示された。

➢ 郵船ロジスティクス様及びTASCO様より、傘下のTYGC社が世界で初めてJSA-S1004を
取得した理由やメリット、規格を通した企業戦略等について説明がなされた。

➢ 日本海事協会より、JSA-S1004認証サービスの審査体制及び手順等について説明が
あったほか、コールドチェーン物流規格についての重要性が示された。

➢ 「マレーシアにおけるコールドチェーン物流規格の普及」についてパネルディスカッションが行わ
れ、規格の普及戦略における方針ごとの取組についてパネリストから意見が示された。

（モデレーター：森名誉教授 パネリスト：国土交通省様、TASCO様、日本海事協会）
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